
令和５年度 事業報告

Ⅰ 活動の概要

令和５年度は、第１回理事会や定時総会は感染症の拡大防止対策を施しての開催

となりましたが、感染法上の分類が５類に移行してからは規模等を縮小することな

く 「林業土木事業に関し、技術の向上、経営基盤の強化等に関する事業を行い、、

もって国土の保全及び地球環境の保全並びに林業土木事業の発展に寄与する 」こ。

とを目的に事業を実施しました。

１ 継続的な所要の林野公共事業予算の確実な確保

(1) 令和６年度林野公共事業予算に関する要望活動

堀川会長等は、林土連三役会議で取りまとめられた「令和６年度当初予算にお

ける林野公共事業予算に関する要望書」に基づき、地元選出の国会議員（秘書対

応含む）に令和６年度の林野公共事業予算の確保に関する要請を行いました。

(2) 森林整備・治山事業促進議員連盟「緊急決起大会」への出席

11月21日（火）に衆議院議員会館会議室で開催され、林土連から出席の新谷会

長から「防災・減災、国土強靱化５か年加速化対策をはじめ林野公共事業予算の

安定的かつ確実な確保が必要不可欠であり引続きの支援をお願いしたい」旨の要

請が行われました。

(3) 「２０２３治山・林道のつどい」への出席

11月22日（水）に「２０２３治山・林道のつどい」が開催され、林土連を代表

して九州林業土木協会の小牧理事が「現場からの声」として「これまで台風災害

等の被災地において全力で復旧に取り組んでいるが、近年の資材価格の高騰や人

手不足など現場は大変厳しい状況にある。予算の安定かつ確実な確保とともに現

場実態に適した積算が必要」と訴えました。

林土連並びに会員の活動の成果により、林野公共事業予算は令和６年度当初予算

と令和５年度補正予算を合わせて、目標とする2,600億円を超える予算が確保され

ました。

２ 「適正な利潤の確保」への取り組み

(1) 森林土木工事における適切な発注事務に関する説明会

６月29日（木 、林野庁の担当官から、令和２年度から進められている「選ば）

れる森林土木」の様々な取り組みについて説明がありました。また、その後、林

野庁・東北森林管理局の担当官と意見交換が行われました。

会議には、当協会から９名、青森林業土木協会から９名が出席しました。

(2) 工事の設計・積算等に係る改善要望

、 「 」当協会は 会員企業から提出された 工事の設計･積算等に係る改善要望事項

を取りまとめ森林管理局に提出し、令和６年１月15日（月）の技術担当者連絡協

議会において、現場の実態等を説明するとともに意見交換を行い改善に向けた要

望と指導等の徹底をお願いしました。



３ 相次ぐ大規模災害被災地の早期復旧・復興に協力

(1) 国有林防災ボランティア制度の活動等

秋田県内では７月14日からの大雨により、渓流からの土砂流出や山腹崩壊、ま

た、治山・林道施設への被害が発生し、会員企業８社から延べ94名が出動し被害

状況の把握、調査を行い関係する森林管理署に報告しました。

(2) 緊急応急工事対象者公募への対応

災害発生時の迅速な応急工事等に対応するために、東北森林管理局における緊

急応急工事対象者の公募に会員企業20社が応募し登録を行いました。

４ 労働災害防止、特に重大災害発生ゼロへの取り組み

当協会では「労働災害防止、特に重大災害発生ゼロへの取り組み」を進め 労働、

災害の未然防止に務めました。

５月24日（水 、技術・安全委員会において「令和５年度技術･安全対策実施方）

針」を決定し、９月19日（火）に安全パトロールを実施しました。また、労働安全

意識の高揚を目的に労働災害防止ポスター等を会員企業に配付しました。

また、労働災害防止対策を注意喚起するために、労働災害防止に関する文書を発

出するとともに、東北森林管理局や秋田労働局からの請負事業体等の労働災害に関

する情報の提供、労働安全に関するポスターの配付を行いました。

５ コンプライアンス活動に関する取り組み

４月５日（水 、コンプライアンス委員会において事業計画を決定し 10月31日）

（火）にコンプライアンス講習会を開催し、会員企業の技術者等のコンプライアン

ス意識の向上に努めました。

また、社会貢献活動として、森林管理署からの要請により登山道の整備、また、

当協会の主催により林道等の除草作業を実施しました。

６ 調査研究及び資料の収集

「林業・木製構造物の経年変化に関する調査研究」に基づき、使用木材の経年変

化を調査しました。

この調査は、木材の利用促進を目的に、木製構造物の設置後の経年観察を体系的

に行っているものです。

、 「 」令和５年度は 平成22年度施工の庄内森林管理署管内 酒田海岸Ⅴ治山工事箇所

において現地調査を行いました。

Ⅱ 事項別の概要

１ 林業土木技術者の養成及び研修

施工技術の研鑽・向上や労働災害の防止等を目的に実施しました。

(1) 林業土木技術者研修会

５月31日（水 、秋田キャッスルホテル（秋田市）おいて、会員企業から技術）

者等58名が出席し、秋田労働局の担当官から「建設業における労働災害防止につ

いて 、東北森林管理局の担当官から「国有林における請負事業体等に関する労」

働災害防止対策 、株式会社森林テクニクスの業務部長から「ＩＣＴ活用の事例」

等」について、講演をいただきました。



(2) 林業土木技術者研修会Ⅱ

10月31日（火 、秋田キャッスルホテル（秋田市）において、会員企業から技）

術者等27名が出席し、東北森林管理局総務企画部企画官から「公共工事等の適正

な入札・契約」について、また、治山課並びに森林整備課の担当官から「ＩＣＴ

活用工事事例 「選ばれる森林土木」等の講演をいただき、その後、意見交換」、

を行いました。

(3) 技術現地研修会（安全パトロール、安全協議会、室内研修会）

９月19日（火）～20日（水 、山形森林管理署最上支署管内において、会員企）

業から技術者等44名が参加し、技術現地研修会を開催しました。

初日は古巻沢治山工事現場において安全パトロール、また、銅山川地区（泥水

沢）地すべり防止工事現場において技術現地研修を行いました。

現場では、最上支署の担当官から工事概要の説明、また、現場代理人から現場

での安全対策や施工技術について説明をいただき、その後、意見交換を行いまし

た。

２日目はニューグランドホテル（新庄市）において、安全協議会と室内研修会

を開催しました。

安全協議会では、安全パトロールの結果報告と講評の後、東北森林管理局森林

整備部企画官から労働災害防止に関する講演をいただきました。また、室内研修

会では、東北森林管理局及び最上支署の担当官から施工技術に関する説明をいた

だきました。

(4) 林土連「技術現地研修会」

11月６日（火）～７日（水 、仙台市等において開催され全国から約150名、）

当協会からは７名が参加しました。

初日の室内研修では東北森林管理局森林整備部長から「東北森林管理局の概

要 、治山課長から「東北森林管理局の治山事業の取組」について説明をいただ」

きました。

２日目の現地研修では震災遺構「仙台市立荒浜小学校 「仙台湾海岸地区海」、

岸防災林」の視察を行いました。

(5) 「森林分野ＣＰＤ」の取組

技術者の養成及び技術の向上を図るために公益社団法人森林･自然環境技術教

育研究センター(JAFEE）の認定プログラムによる研修会を実施しました。

２ コンプライアンス活動・社会貢献活動（森林ボランティア活動）

(1) コンプライアンス活動

ア コンプライアンス委員会

４月５日（水 、協会会議室（秋田市）において、令和５年度の事業計画を）

決定しました。

イ コンプライアンス講習会（再掲）

10月31日（火 、秋田キャッスルホテルにおいて、林業土木技術者研修会Ⅱ）

のカリキュラムとしてコンプライアンス講習会を開催し、会員企業から27名が

が出席し、東北森林管理局総務企画部企画官から「公共工事等の適正な入札･契

約」について講演をいただきました。

ウ 林土連「コンプライアンス講習会」

11月21日（火 、赤坂スターゲートプラザ（東京都）において開催され、全）



国から43名、当協会から３名が受講しました。

林土連の事務局長から「最近の建設企業の不祥事の事例」について講演をい

ただきました。

(2) 社会貢献活動（森林ボランティア活動）

ア 秋田駒ヶ岳登山道の整備作業

５月29日（月 、秋田森林管理署管内秋田駒ヶ岳焼森コース登山道（秋田県）

仙北市田沢湖生保内駒ヶ岳外４国有林）の整備を行いました。

会員企業４社７名が参加しました。

イ 仁別国民の森などの除草作業

７月６日（木 、秋田森林管理署管内仁別自然休養林（秋田県秋田市仁別字）

務沢国有林）等で除草作業を行いました。

会員企業９社20名が参加しました。

ウ 蔵王林道の除草作業

７月13日（木 、山形森林管理署管内蔵王林道（山形県山形市蔵王温泉熊野）

岳国有林）で除草作業を行いました。

会員企業13社35名が参加しました。

３ 労働災害の未然防止と指導

当協会では「労働災害防止、特に重大災害発生ゼロへの取り組み」の一環として

研修会を開催しました。

５月31日（水 、林業土木技術者研修会のカリキュラムとして、秋田労働局の担）

当官から「建設業における労働災害防止について 、東北森林管理局の担当官から」

「国有林における請負事業体等に関する労働災害防止対策」について講演をいただ

きました。

９月19日（火 、山形森林管理署最上支署管内の治山工事現場において安全パト）

ロールを実施するとともに、９月20日（水 、新庄市内ホテルにおいて安全協議会）

を開催しました。安全協議会では、東北森林管理局の担当官から「国有林における

請負事業体等に関する労働災害防止対策」について講演をいただきました。

令和６年１月15日（月 、技術担当者連絡協議会のカリキュラムとして講習会を）

開催し、東北森林管理局担当官から「国有林における請負事業体等に関する労働災

害防止対策」について講演をいただきました。

、 （ ）、 「 」また 11月21日 火 東京都内で開催されました林土連 労働災害防止研修会

におて 「安全管理の基本と工事における計画・施工」について講演をいただきま、

した。当協会からは３名が出席しました。

４ 情報収集及び施策提言

(1) 施策提言（再掲）

７月30日（日 、８月７日（月 、堀川会長等が地元事務所に帰省中の国会議） ）

員に予算の確保について要請を行いました。

11月22日（水）堀川会長、荒井理事が、衆議院議員会館において地元選出の国

会議員に予算の確保について要請を行いました。

(2) 技術の向上及び労働災害防止対策の提言

ア 森林土木工事における適切な発注事務に関する説明会（再掲）

６月29日（木 、東北森林管理局大会議室において林野庁、東北森林管理局、）



森林管理署（リモート参加）の担当官が出席し、開催されました。

会議では、林野庁の担当官から「選ばれる森林土木」の取組内容について説

明が行われ、その後、意見交換を行いました。

当協会からは理事等９名が出席しました。

イ 技術担当者連絡協議会（再掲）

令和６年１月15日（月 、秋田キャッスルホテル（秋田市）において開催し、）

会員企業から技術者等26名が出席しました。

東北森林管理局の担当官から、会員企業からの改善要望事項等について説明

が行われ、その後、意見交換を行いました。

ウ 林土連「技術担当者連絡協議会」

11月20日（月 、赤坂スターゲートプラザ（東京都）において開催され、全）

国から45名、秋田協会からは２名が出席しました。

（再掲）５ 調査研究及び資料の収集

８月17日（木 、酒田海岸Ⅴ治山工事箇所（山形県酒田市十里塚字村東山南）の）

丸太防風柵工について、木材の部材の変色や腐朽の状況、また、接続部の金具の腐

食等10項目の調査を行い林土連に報告しました。

６ 表彰の推薦･決定

(1) 治山･林道工事コンクール表彰

４月26日（水）開催の令和５度定時総会において、令和４年度東北森林管理局

治山・林道工事コンクールで優良工事として表彰された施工企業代表者に堀川会

長から記念品が贈呈されました。

(2) 令和５年度林土連会長表彰

永年にわたり連合協会発展等に貢献し、発展に功績のあった者に贈られる林土

連会長表彰に株式会社丸高の髙橋剛氏を推薦し、林土連理事会で決定され、令和

６年２月15日（木）に開催の「令和６年度林土連定時総会」において受賞されま

した。

７ 普及啓発及び広報

「秋田林業土木協会会報」は２回、また、号外は１回発行しました。

林土連や東北森林管理局からの技術情報や労働災害防止に関する情報の提供に努

めました。

８ 会 議

(1) 令和５年度定時総会

４月26日（水 、秋田市中通「秋田キャッスルホテル」において、次の議案が）

全会一致で可決されました。

第１号議案 令和４年度事業報告及び決算について

(参考) 令和５年度事業計画及び予算

第２号議案 その他の件

(2) 理事会

次のとおり５回開催し、定時総会に付議する事項の決定や議決した事項の執行



等の会務運営を行いました。

（第１回）４月５日（水 、協会会議室において、令和５年度定時総会及）

び関連行事について、また、令和５年度行事予定等について審議

・決定されました。

（第２回）４月26日（水 、秋田市中通「秋田キャッスルホテル」におい）

て、令和５年定時総会等について審議･決定されました。

（第３回）９月８日（金 、協会会議室において、令和５年度上半期事業）

報告･監査報告、技術・安全委員会実施計画等について審議･決定

されました。

(臨時）12月27日（水 、書面決議により開催され、秋田林業土木会館の）

点検結果及び修繕計画等について審議･決定されました。

（第５回）令和６年２月21日（水 、協会会議室において、令和６年度定）

時総会関連議案等について審議・決定されました。

(3) 三役会議

理事会の前に開催され、業務執行並びに理事会の審議事項について協議されま

した。

(4) 監事会

次のとおり２回、協会会議室において会計書類及び関係資料の監査が実施され

ました。

（第１回）４月５日（水 、令和４年度分（令和４年３月１日から令和５）

年２月28日まで）について監査が行われました。

（第２回）９月８日（金）に令和５年度上半期分（令和５年３月１日から

８月31日）について監査が行われました。

(5) コンプライアンス委員会

４月５日（水 、協会会議室において、令和５年度活動計画と社会貢献活動等）

について審議・決定されました。

(6) 技術･安全委員会

５月24日（水 、協会会議室において、令和５年度事業計画、労働安全対策、）

林業土木技術者研修会等について審議・決定されました。



（参考）
令和５年度 主な行事等

令和５年

４月５日 第１回監事会（協会会議室）

４月５日 第１回理事会（協会会議室）

４月５日 コンプライアンス委員会（協会会議室）

４月26日 第２回理事会（秋田キャッスルホテル）

４月26日 秋田協会定時総会（秋田キャッスルホテル）

５月24日 技術・安全委員会（協会会議室）

５月29日 秋田駒ヶ岳登山道の整備作業

７月６日 「仁別国民の森」等でボランティア活動

７月13日 蔵王林道等でボランティア活動

７月30日 令和６年度当初予算等の要請活動（秋田県）

８月７日 令和６年度当初予算等の要請活動（山形県）

９月５日 林土連「第２回理事会 （東京都）」

９月６日 林土連「事務局長会議 （東京都）」

９月８日 第２回監事会（協会会議室）

９月８日 第３回理事会（協会会議室）

９月19日～20日 技術現地研修会（山形森林管理署最上支署管内）

10月31日 コンプライアンス講習会（秋田キャッスルホテル）

10月31日 林業土木技術者研修会（秋田キャッスルホテル）

11月６日～７日 林土連「技術現地研修会 （仙台市ほか）」

11月20日 林土連「技術担当者連絡協議会 （東京都）」

11月21日 林土連「コンプライアンス講習会 （東京都）」

11月21日 林土連「労働災害防止研修会 （東京都）」

11月21日 森林整備・治山事業促進議員連盟緊急決起大会（東京都）

11月22日 「２０２３治山・林道のつどい （東京都）」

11月22日 令和６年度当初予算等の予算要請（東京都）

12月６日 林土連「第３回理事会 （東京都）」

12月27日 臨時理事会（書面決議）

令和６年

１月15日 労働災害防止に関する研修会会（秋田キャッスルホテル）

１月15日 技術担当者連絡協議会（秋田キャッスルホテル）

２月15日 令和６年度林土連定時総会（東京都）

２月21日 第４回理事会（協会会議室）


